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自然災害の少なさ、温暖な気候

海岸線や海の景観

タイやタコなど豊富な海産物

交通の利便性
子午線が通る時のまち

子育て環境の良さ

明石原人、城下町などの歴史

その他

活発な地域コミュニティ活動

盛んな文化芸術活動やｽﾎﾟｰﾂ活動

(n=2538)

(n=2543)

指摘率 そう思う

どちらかといえば
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どちらとも言えない

どちらかと言えば
そう思わない

そう思わない

明石の交通ブランドの
市民への定着が伺えます

●地域住民や地元企業と連携し、モビリティ・マネジメントを基本とした
利用促進を実施してきました。
●施策の実施は効果計測と評価を踏まえ、施策内容を改善するスパイラルア
ップに取り組んできました。

⇒転入者MMや企業ＭＭの実施より、バス利用促進に成功
⇒市民の公共交通イメージアップに成功
⇒結果として、コミュニティバスの年間利用者100万人の目標を達成し、
　市内バス利用者数が増加傾向

出典）平成27年　明石市市民意識調査出典）平成27年　明石市市民意識調査

交通利便性に対する市民の
高い意識が得られました75
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平成24年の市営バスの移譲後もバス利用者数は増加しています
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平成25年に100万人/年達成後も利用者は増加傾向にあります無料乗車券利用者が増加傾向にあります 近年のバス利用者は
過去最高値で推移しています

市営バスの全面移譲

％

%

平成28年
581.0人/日

532.0人/日
平成26年

平成25年度

平成26年度

平成27年度

●転入者へのおためし無料乗車券

●エコ通勤かわら版

●たこバスナビリーフレット ●たこバスナビ表示画面

●H26 イベント開催状況●H26 イベント一覧

●バスロケ利用イメージ
（出典：神姫バス時刻表示サイト
　　　　NAVI チラシ）

●大型バスの導入

●あかし i びじょん ●情報表示画面
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明石の交通ブランド戦略による公共交通利用の促進

明石市総合交通計画では、「時代の変
化に対応した誰もが安全で円滑に移
動できる交通体系の確立」に向けた
取組みと展開を推進

交通不便地域の縮減と、移動制約者
の移動手段の確保を目的として導入
したコミュニティバスの利用が低迷

人工島へのマイカー通勤による慢性
的な渋滞や違法駐車が発生する一方
で路線バスの利用が低迷

「明石の交通ブランド戦略」として、
公共交通の利用を中心としたライフ
スタイルの確立に向けて住民・転入者・
通勤者などを対象に積極的な広報・Ｐ
Ｒを通じ、公共交通のイメージアップ
を図り、公共交通の利用を促進

背景背景

目的目的

明石市位置図明石市位置図

クルマに頼らなくとも暮らしやすいまちを目指
して、公共交通の利便性向上と利用促進に取り
組む明石地区バス事業者協会（神姫バス（株）・
山陽バス（株））と明石市が連携したプロジェ
クト。あかしおでかけマップの作成や、転入者への
明石市内無料乗車券配布を実施しています。

バスの遅れなど、運行状況を表示機やモバイ
ル等で確認できるバスロケーションシステム
（バスロケ）の導入を進めています。

たこバスオリジナルグッズがたこバス運行事業者
の明正キャブ（株）より販売されており、売上は
たこバス運行収入に計上されます。

市内での主なイベントにおいて、たこバスの
チラシ等を配布し、たこバスの PR を実施し
ています。

人工島へのマイカー通勤と違法駐車車両の削減
に向けて、平成23年より継続してモビリティ・
マネジメントによるエコ通勤の促進と、路線バ
スサービスの向上、駐車対策を実施しています。

明石のバスのり場・バスの行き先・バスの発着
時刻が一目でわかる「あかし i びじょん。」の
設置を鉄道駅を中心に進めています。また同様
の内容をパソコン・スマートフォン・携帯電話
でも閲覧が可能なように情報提供しています。

あかし「バスに乗ろう！」
プロジェクト（転入者ＭＭ）

明石市内バス交通の”見える化”
バスロケの導入 イベントによる広報活動

官民一体となった公共交通利用促進
による環境負荷軽減（企業ＭＭ） あかしｉびじょん。

たこバスオリジナルグッズ
の販売

ミニバスくんミニバスくん

たこバスちゃんたこバスちゃん

たこバスちゃん
キッズＴシャツ
￥2,000

たこバスちゃん
タオルハンカチ
￥500

明石の交通ブランド戦略

㈱建設技術研究所　阿部　正太朗
　　　　　　　　　高橋　富美
　　　　　　　　　竹林　弘晃

明石市　阿江　良朗
　　　　若間　康弘

交通ブランドに対する高い市民意識の醸成 市内バス利用者数増加

コミュニティバス利用者数100万人 /年達成

結論

企業ＭＭによるバス利用促進転入者MMによるバス利用促進

プロジェクトの効果

山陽バス二見線利用状況 コミュニティバス利用者数の推移

市内バス利用者数の推移

明石市内お試し乗車券チラシ利用状況の推移

「明石のまちの誇れるところ」の回答結果 「交通の利便性が高い」の回答結果

環境をよくするために
みんなで協力して
いるんだね。

いろいろなイベントでたこバスのチラシを
配っているよ。

グッズはほかにも
いろいろ
あるんだよ !!


